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検討するとともに、学習指導要領改訂の社会背景が要請する目標に対して、まだ応え
きれていないと考えられる問題点をあえて取りだすことを試みたい。詳しくは本論に

















に流れてきた 2 つの立場について確認したい。なお、約 10 年ごとに改訂される学習指
導要領それぞれには定まった名称はないが、通常用いられる表現を記すことにする。




ばならないとして、学制を敷いた 1872（明治 5 ）年に和算を廃止、洋算専用とした。
　そこからやがて、学級一斉授業による「注入型」の算術教育、ひたすら問題を解か
せる「求答主義」が幅を利かせるようになっていった。


















（ 4 ）生活単元学習《1948（昭和 23）年から》




























































（ 1 ）明治前期・中期を経て徐々に教科中心へと移行、そして（ 2 ）黒表紙教科書で
教科中心の強制的な教育となり、その後（ 3 ）緑・水色表紙を経て、今度は（ 4 ）生
活単元学習で極端に児童中心のカリキュラムが実行された。しかし学力が低下したた
め（ 5 ）系統学習へ逆戻りし、今度は（ 6 ）現代化で教科内容を極度に高度化した。
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【例題 1 】〔割合の第 1 用法：比較量÷基準量＝割合〕
　 5 年生の人数は 112 人です。アンケートではそのうち 84 人が「算数が好き」
と答えました。算数が好きな人の割合を求めましょう。
【例題 2 】〔割合の第 2 用法：基準量×割合＝比較量〕
　ある小学校の今年の児童数は 520 人です。来年の児童数は今年の児童数の
105% になる予定です。来年の児童数は何人になる予定でしょうか。






【例題 1 】84 ÷ 112 ＝ 0.75　答え：割合は 0.75、あるいは 75%
【例題 2 】520 × 1.05 ＝ 546　答え：546 人






逆方向の組み合わせも入れれば 1 → 2 、 1 → 3 、 2 → 1 、 2 → 3 、 3 → 1 、
3 → 2 の 6 通りがありうるから、 6 通りの問題を作成することができる。また、
1 → 1 、 2 → 2 、 3 → 3 という問題もありうるから、これらを入れれば 9 通り
となる。
　具体的に例を示そう。
【 1 → 2 の問題】〔割合を求め、その割合から別の比較量を求める〕
　ある町には 2 つの小学校があり、A 小学校と B 小学校では児童の男女の割合
が同じです。A 小学校の児童数は 700 人で、そのうち男子は 378 人です。B 小学
校の児童数は 850 人です。B 小学校の男子児童は何人でしょうか。
　この問題では、前半部分が第 1 用法で、378 ÷ 700 ＝ 0.54より 54% という割合を




【 2 → 3 の問題】〔比較量を求め、その結果から別の基準量を求める〕
　ある店で定価が 3000 円のセーターを 1 割引で買ったところ、同じ店の Y シャ
ツの定価の 75％となりました。Y シャツの定価はいくらでしょうか。
　 1 割引では 1 － 0.1 ＝ 0.9 倍となるので、前半で第 2 用法からセーターを買った
値段が 3000 × 0.9 ＝ 2700 円であることがわかり、さらに後半では第 3 用法により
Y シャツの定価が 2700 ÷ 0.75 ＝ 3600 円であることが得られる。
　さらにもう 1 つ例を示す。
【 3 → 1 の問題】〔基準量を求め、その結果から別の割合を求める〕
　ある公園には 2400㎡の池があり、それは公園の敷地全体の 15% です。同じ公
園には 5120㎡のグラウンドがあります。このグラウンドの広さは、公園全体の
何％でしょうか。
　問題の前半で第 3 用法により公園の敷地面積が 2400 ÷ 0.15 ＝ 16000㎡であること







【 2 → 2 → 1 の問題】
　ある店では 400 円のお菓子が毎日 160 個売れていますが、そのお菓子を今度
1 割引で売る予定です。今よりもたくさん売れることが予想されますが、全体
の売り上げを 8 %伸ばすためには、売る個数を何％増やす必要があるでしょうか。
　まず 1 割引後のお菓子の単価は、第 2 用法により 400 × 0.9 ＝ 360 円である。次
に現在の毎日の売り上げは普通の掛け算で、400×160＝64000円である。したがって、
目標とする売り上げは同じく第 2 用法で 64000 × 1.08 ＝ 69120 円であり、そのため
には新しい値段で 69120 ÷ 360 ＝ 192 個を売らなければならない。最後に第 1 用法




















Attempt to Reform Mathematics Education by the 
Method of Wasan
Masashi SUZUKI
 “Autonomous, interactive, and deep learning” is emphasized in the new Course of Study 
issued from Japan’s MEXT (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology). 
In order to respond to this policy, many elementary and junior high schools practice classes 
incorporating active learning. However, such a “passive” reform to active learning involves a 
variety of issues, such as class activities being formal and problems to solve being too simple 
to foster creativity.
　On the other hand, during the Edo period, many people throughout Japan positively enjoyed 
learning mathematics without being forced to do so. In this article, we would like to explore 
the reform of mathematics education that fosters the competence truly useful in the future 
society from the method of Wasan.
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和算流による算数 ･ 数学教育改革の試み

